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＜病棟連絡事項＞
・3回目のコロナワクチンに関して、①接種する事、②接種券が届き次第持参して欲しいことの二点を家族へ連絡をお願いします。2/14に接種予定の為、今週中にお願いします。

＜入室状況＞
【退院】
・寺澤　武彦～東D19号室

【入院】
・佐々木　博子様～東C5号室
・谷地村　ミサ様～東D19号室
・上村　梶子様～C6号室



＜患者様連絡事項＞
・林崎　なみ様～現在、滴下しているソリタT1 500mlを途中だが終了しソリタT3 500mlに切り替え明日(2/9)2:00まで滴下し、明日(2/9)2:00より24時間キープでソリタT3 500ml 1本を施行するよう指示あり。
加えて、本日もフロセミド 0.5A施行するよう指示がある。

・安達　貴浩様～患者様希望にて「カレー」禁へ変更。

・石田　正勝様～2/10退院指示・退院時処方(～3/1)頂いている。

・寺地　啓喜様～本日CPMSの採血行っている。結果次第でクロザピン錠増量を検討。

・高橋　信一様～食事/水分摂取量減少している事から点滴2本/日(終了抜去) 3日分処方となる。本日採血実施。

・澤口　利香様～便秘時継続指示センノシド錠12mg処方。便秘は「3日以上排便無い状態」と操作的に定義する。明日、八戸市民病院他科受診の為、ジプレキサ筋注処方。明日(2/9)9:00施行するよう指示あり。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中は他室侵入繰り返し迷惑行為見られる事から、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～身体拘束中。異食行為やバイタルサインの異常はなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。職員2名で右手身体拘束一時解除して見守る。黙々とスムーズに全量摂取。操作性の言動や不満・要求に関する言動なく終える。再拘束素直に応じる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・林崎　なみ様～覚醒状態悪く、努力様の呼吸にて食事は見送り、内服も主治医指示にてスキップしている。時折開眼しては追視あり。バイタルサインの大きな変動はない。腰部・下腿の浮腫あり。

・笹本　岩男様～バイタルサインの大きな変動はなし。黒色便の排泄もない。下腿にかけての浮腫あり。体動の活発さはなく経過。

・高見　利雄様～バイタルサインの異常はない。痰がらみも時折あるも、介助にて食事は各食1/3～2/3摂取できている。疎通性もとれている。

＜新入院患者様情報➀＞
氏名：上村　梶子（うえむら　かじこ）様
　　生年月日：昭和14年1月22日　83歳
　　病名：妄想性障害・認知症疑い
　　性別：女性
　　主治医：小栁Dr.（サポート医：馬渡Dr.）
　　入院形態：医療保護入院
　　病棟：東病棟Aユニット16号室

　　＜経過＞
　現在夫と二人暮らし。若い頃に数回夫が浮気をした事実があったが60代頃より夫様に対する関係妄想・嫉妬妄想が出現・活発となる。嫉妬妄想から夫様への敵意/攻撃性を抱き夫様への粗暴行為も見られていた。
　R3.12.10転倒による胸椎破裂骨折のため青森労災病院へ入院となる。同院入院中、金銭管理や薬の管理は自身で行うことができておりR4.2.4には自宅退院されているが、易怒性・妄想等の精神症状は増悪しており、家族様も対応が困難となっている現状。症状改善と夫様の保護を目的に家族様より入院治療の希望があり、本日R4.2.8 12:30東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
氏名：谷地村　ミサ（やちむら　みさ）様
生年月日：昭和16年3月17日　80歳
病名：アルツハイマー型認知症
性別：女性
主治医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病棟：東病棟Cユニット

　H25年頃より健忘出現。認知機能は次第に増悪し新郷村認知症初期集中支援対象者となり、地域包括の介入も受けH28.7.21当院初診。アルツハイマー型認知症の診断にて外来通院を開始する。介護サービスを利用し夫様と自宅生活をされていたが、R4.2.1に夫様が逝去される。
これまで夫様の援助にて生活が成り立っていた事もあり、独居での生活は困難との事で長男様より今後の生活について当院に相談がある。施設入所を見据えたサービス調整・環境調整目的にて本日R4.2.8 11:52東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。
【衣類】CS Bプラン+下着家族洗濯
【買物】上限無
【緊急時】搬送希望
【インフル予防接種】未実施
【コロナ予防接種】①R3.5.22 ②R3.6.12
③R4.2.12他科にて接種予定であった(⇒当院接種で調整)
【介護保険】R4.2.1申請済
【退院調整】八戸市内の有料老人ホーム or GH

＜新入院患者様情報③＞
氏名：佐々木　博子（ささき　ひろこ）様
生年月日：昭和20年3月16日　76歳
病名：高度アルツハイマー型認知症
性別：女性
主治医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
　病棟：東病棟Cユニット

　H26年に家業のクリーニング店を閉店した事を契機に自発性低下・実行機能障害・強迫行為が出現。H29.5.12当院初診し、通院治療を継続していたが常同行為等の行動異常が増悪した為、自宅生活困難となりH30.1.16当院1回目の医療保護入院となる。
　薬剤調整にて症状改善し同年3.20自宅退院となる。通院治療を再開するが、R3.5月頃より食思不振・自発性/意欲低下が再度顕著となる。るい痩・脱水も認められる事からR3.7.13当院2回目の医療保護入院となり身体管理含めた加療を行っている。治療にて精神症状・身体状態改善しR3.9.25自宅退院となる。
　退院後より外来通院継続していたが衝動行為や徘徊、尿失禁、不潔行為などの周辺症状の増悪認められ、自宅でも転倒を繰り返していた。家族様の介護負担等も鑑み、本日R4.2.8 11:19薬剤調整・環境調整目的にて東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる
【衣類】CS Cプラン(下着家族洗濯)
【買物】上限2,000円/月
【インフル予防接種】未実施
【コロナ予防接種】当院にて2回済
【退院先】自宅
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